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				学校でのいじめ被害経験		（１）不快な冗談、からかい		.014		.401		-.034		.046		.149		.000

						（２）暴力的行為		-.036		.032		.072		.000		.097		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.007		.684		.029		.103		.036		.032

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.025		.145		-.018		.307		.004		.830

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		-.018		.301		-.020		.247		.042		.013

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.004		.805		.003		.863		.009		.612

				自由度調整済みR2 ジユウド チョウセイズ				0.039				0.028				0.056

				n



						学校でのいじめ被害経験の長期的的影響に関する回帰分析（年代別） ガッコウ ヒガイ ケイケン チョウキテキ テキ エイキョウ カン カイキブンセキ ネンダイベツ



								年齢 ネンレイ

						被説明変数　K6 ヒ セツメイ ヘンスウ		18-29歳 サイ				30-39歳 サイ				40-49歳 サイ				50-60歳 サイ

				説明変数 セツメイ ヘンスウ				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

				コントロール変数 ヘンスウ		年齢		-.006		.874		-.041		.196		-.002		.938		-.076		.007

						出生時性別（女性ダミー） シュッショウジ セイベツ ジョセイ		.042		.276		.063		.061		.002		.953		.052		.065

				学校でのいじめ被害経験		（１）不快な冗談、からかい		.158		.000		.148		.000		.196		.000		.095		.002

						（２）暴力的行為		.092		.029		.095		.004		.070		.022		.120		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.073		.101		.045		.190		-.007		.813		.042		.169

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.024		.601		.012		.751		-.034		.274		.075		.015

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.060		.167		-.011		.748		.049		.106		.078		.018

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.018		.692		-.058		.129		.026		.382		.006		.853

				自由度調整済みR2 ジユウド チョウセイズ				0.055				0.041				0.058				0.068

				n







いじめ経験の割合

				シスジェンダーの異性愛者 イセイアイシャ		LGBT

		（１）不快な冗談、からかい		62.7		77.4

		（２）暴力的行為		22.9		35.7

		（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		5.8		46.1

		（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		0.8		7

		（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		4.5		9.6

		（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		0.7		0.9



				シスジェンダーの異性愛者 イセイアイシャ		LGBT

		（１）不快な冗談、からかい		62.7		77.4

		（２）暴力的行為		22.9		35.7

		（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい		5.8		46.1

		（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為 カン		0.8		7

		（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい		4.5		9.6

		（６）民族などに関しての暴力的行為		0.7		0.9





学校で受けたいじめの経験（％）



シスジェンダーの異性愛者	

（１）不快な冗談、からかい	（２）暴力的行為	（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい	（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為	（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい	（６）民族などに関しての暴力的行為	62.7	22.9	5.8	0.8	4.5	0.7	LGBT	

（１）不快な冗談、からかい	（２）暴力的行為	（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい	（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為	（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい	（６）民族などに関しての暴力的行為	77.400000000000006	35.700000000000003	46.1	7	9.6	0.9	









2020.9.23.

						［いじめ被害（小中高）］Q21 （ア）自分が受けたことの影響								大阪市調査分析結果 オオサカシ チョウサ ブンセキ ケッカ						2020.6.26.		岩本健良 イワモト		2020.9.23補足 ホソク

						　回帰分析　（年齢・性別コントロール）

						被説明変数 ヒ セツメイ ヘンスウ		学歴　Q32				収入額　Q12A				役職　q6				健康　Q13(大きいほど不健康) オオ フケンコウ				K6

				モデル				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

								ベータ				ベータ				ベータ				ベータ				ベータ

				1		(定数)				.000				.000				.000				.000				.000

						［年齢］Q25_4		-.017		.274		-.005		.740		-.001		.942		.033		.034		-.012		.443

						［性別（出生時）］問４４		-.034		.032		-.006		.708		-.057		.001		.013		.393		-.030		.055

						（１）不快な冗談、からかい		-.037		.024		.003		.853		.059		.001		-.050		.002		.159		.000

						（２）暴力的行為		.032		.054		.002		.900		-.123		.000		-.096		.000		.090		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		-.008		.626		-.048		.005		-.009		.641		-.002		.903		.044		.010

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		.024		.165		.019		.277		.030		.119		.010		.581		.005		.793

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.017		.316		.017		.330		-.010		.614		-.007		.698		.045		.008

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.001		.967		-.001		.943		-.020		.314		-.020		.250		.006		.734



						被説明変数　K6 ヒ セツメイ ヘンスウ		18-29歳 サイ				30-39歳 サイ				40-49歳 サイ				50-60歳 サイ

				モデル				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

								ベータ				ベータ				ベータ				ベータ

				1		(定数)				.000				.000				.000				.270

						［年齢］Q25_4		.016		.666		.049		.116		-.013		.654		.070		.012

						［性別（出生時）］問４４		-.042		.276		-.063		.060		-.002		.940		-.052		.064

						（１）不快な冗談、からかい		.159		.000		.147		.000		.197		.000		.097		.001

						（２）暴力的行為		.091		.030		.096		.004		.070		.021		.121		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.073		.101		.044		.194		-.007		.821		.042		.168

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.024		.602		.012		.754		-.034		.277		.075		.015

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.060		.168		-.007		.829		.049		.104		.078		.018

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.018		.692		-.059		.121		.027		.377		.005		.869
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Sheet4

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		14.085		.828				17.016		.000

				［修正年齢2］		-.037		.003		-.187		-12.052		.000

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		-.032		.009		-.055		-3.587		.000

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（１）不快な冗談、からかい		-.062		.074		-.014		-.840		.401

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（２）暴力的行為		.183		.085		.036		2.148		.032

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		-.058		.142		-.007		-.407		.684

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		.515		.353		.025		1.457		.145

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.179		.173		.018		1.034		.301

				［いじめ被害（小中高）］問２１　小学校から高校時代のあいだに、次の（１）から（６）のようなことはありましたか。（ア）自分が受けたこと（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		-.099		.401		-.004		-.247		.805

		a. 従属変数 Educy

				いじめ　あり１　なし２　逆転 ギャクテン

										教育年数 キョウイクネンスウ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		15.399		.145				106.366		0.000

				［修正年齢2］		-.037		.003		-.187		-12.052		.000

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		-.032		.009		-.055		-3.587		.000

				Q21_1aR		.062		.074		.014		.840		.401

				Q21_2aR		-.183		.085		-.036		-2.148		.032

				Q21_3aR		.058		.142		.007		.407		.684

				Q21_4aR		-.515		.353		-.025		-1.457		.145

				Q21_5aR		-.179		.173		-.018		-1.034		.301

				Q21_6aR		.099		.401		.004		.247		.805

		a. 従属変数 Educy

										収入 シュウニュウ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		180.037		25.952				6.937		.000

				［修正年齢2］		4.506		.544		.133		8.284		.000

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		-7.963		1.781		-.072		-4.470		.000

				Q21_1aR		-25.087		12.542		-.034		-2.000		.046

				Q21_2aR		60.252		14.306		.072		4.212		.000

				Q21_3aR		39.551		24.250		.029		1.631		.103

				Q21_4aR		-59.402		58.162		-.018		-1.021		.307

				Q21_5aR		-33.907		29.297		-.020		-1.157		.247

				Q21_6aR		11.493		66.691		.003		.172		.863

		a. 従属変数 Income

										K6

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		25.937		.319				81.259		0.000

				［修正年齢2］		.027		.007		.061		3.942		.000

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		-.038		.018		-.032		-2.079		.038

				Q21_1aR		-1.494		.164		-.149		-9.120		.000

				Q21_2aR		-1.106		.188		-.097		-5.887		.000

				Q21_3aR		-.672		.314		-.036		-2.142		.032

				Q21_4aR		-.163		.759		-.004		-.214		.830

				Q21_5aR		-.950		.383		-.042		-2.483		.013

				Q21_6aR		-.443		.874		-.009		-.507		.612

		a. 従属変数 K6

										K6b

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		4.063		.319				12.730		.000

				［修正年齢2］		-.027		.007		-.061		-3.942		.000

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		.038		.018		.032		2.079		.038

				Q21_1aR		1.494		.164		.149		9.120		.000

				Q21_2aR		1.106		.188		.097		5.887		.000

				Q21_3aR		.672		.314		.036		2.142		.032

				Q21_4aR		.163		.759		.004		.214		.830

				Q21_5aR		.950		.383		.042		2.483		.013

				Q21_6aR		.443		.874		.009		.507		.612

		a. 従属変数 K6b

										K6				年齢18-29 ネンレイ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		3.584		1.454				2.465		.014

				［修正年齢2］		-.009		.058		-.006		-.159		.874

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		.056		.052		.042		1.091		.276

				Q21_1aR		1.707		.434		.158		3.929		.000

				Q21_2aR		1.195		.546		.092		2.189		.029

				Q21_3aR		1.344		.817		.073		1.644		.101

				Q21_4aR		-.877		1.674		-.024		-.524		.601

				Q21_5aR		1.393		1.006		.060		1.385		.167

				Q21_6aR		.972		2.453		.018		.396		.692

		a. 従属変数 K6b

														年齢30-39 ネンレイ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		5.243		1.832				2.861		.004

				［修正年齢2］		-.068		.052		-.041		-1.295		.196

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		.101		.054		.063		1.878		.061

				Q21_1aR		1.650		.367		.148		4.492		.000

				Q21_2aR		1.120		.392		.095		2.855		.004

				Q21_3aR		.747		.570		.045		1.311		.190

				Q21_4aR		.487		1.535		.012		.317		.751

				Q21_5aR		-.269		.836		-.011		-.321		.748

				Q21_6aR		-3.257		2.141		-.058		-1.521		.129

		a. 従属変数 K6b

														年齢40-49 ネンレイ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		2.690		2.063				1.304		.193

				［修正年齢2］		-.004		.046		-.002		-.077		.938

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		.002		.032		.002		.059		.953

				Q21_1aR		1.880		.289		.196		6.510		.000

				Q21_2aR		.730		.318		.070		2.293		.022

				Q21_3aR		-.141		.598		-.007		-.236		.813

				Q21_4aR		-1.609		1.469		-.034		-1.095		.274

				Q21_5aR		1.017		.629		.049		1.618		.106

				Q21_6aR		1.563		1.787		.026		.874		.382

		a. 従属変数 K6b

														年齢50-60 ネンレイ

		係数a

		モデル				非標準化係数				標準化係数		t 値		有意確率

						B		標準誤差		ベータ

		1		(定数)		9.355		2.366				3.954		.000

				［修正年齢2］		-.116		.043		-.076		-2.705		.007

				［性別（出生時）］問４４　あなたの性別に○をつけてください。［出生時の戸籍・出生届の性別］（○は１つ）		.049		.026		.052		1.848		.065

				Q21_1aR		.880		.279		.095		3.151		.002

				Q21_2aR		1.319		.333		.120		3.957		.000

				Q21_3aR		.845		.614		.042		1.376		.169

				Q21_4aR		3.792		1.557		.075		2.436		.015

				Q21_5aR		1.689		.716		.078		2.360		.018

				Q21_6aR		.241		1.302		.006		.185		.853

		a. 従属変数 K6b
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						学校でのいじめ被害経験の長期的影響に関する回帰分析 ガッコウ ヒガイ ケイケン チョウキテキ エイキョウ カン カイキブンセキ																		教育年数　EDUCY キョウイクネンスウ				収入額　INCOME

																								［年齢］AGEQ25_4

								被説明変数 ヒセツメイヘンスウ

								教育年数 キョウイクネンスウ				収入 シュウニュウ				メンタルヘルス（Ｋ６）

				説明変数 セツメイ ヘンスウ				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

				コントロール変数 ヘンスウ		年齢		-.187		.000		.133		.000		-.061		.000

						出生時性別（女性ダミー） シュッショウジ セイベツ ジョセイ		-.055		.000		-.072		.000		.032		.038

				学校でのいじめ被害経験		（１）不快な冗談、からかい		.014		.401		-.034		.046		.149		.000

						（２）暴力的行為		-.036		.032		.072		.000		.097		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.007		.684		.029		.103		.036		.032

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.025		.145		-.018		.307		.004		.830

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		-.018		.301		-.020		.247		.042		.013

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.004		.805		.003		.863		.009		.612

				自由度調整済みR2 ジユウド チョウセイズ				0.039				0.028				0.056

				n



						学校でのいじめ被害経験の長期的的影響に関する回帰分析（年代別） ガッコウ ヒガイ ケイケン チョウキテキ テキ エイキョウ カン カイキブンセキ ネンダイベツ



								年齢 ネンレイ

						被説明変数　K6 ヒ セツメイ ヘンスウ		18-29歳 サイ				30-39歳 サイ				40-49歳 サイ				50-60歳 サイ

				説明変数 セツメイ ヘンスウ				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

				コントロール変数 ヘンスウ		年齢		-.006		.874		-.041		.196		-.002		.938		-.076		.007

						出生時性別（女性ダミー） シュッショウジ セイベツ ジョセイ		.042		.276		.063		.061		.002		.953		.052		.065

				学校でのいじめ被害経験		（１）不快な冗談、からかい		.158		.000		.148		.000		.196		.000		.095		.002

						（２）暴力的行為		.092		.029		.095		.004		.070		.022		.120		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.073		.101		.045		.190		-.007		.813		.042		.169

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.024		.601		.012		.751		-.034		.274		.075		.015

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.060		.167		-.011		.748		.049		.106		.078		.018

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.018		.692		-.058		.129		.026		.382		.006		.853

				自由度調整済みR2 ジユウド チョウセイズ				0.055				0.041				0.058				0.068

				n







いじめ経験の割合

				シスジェンダーの異性愛者 イセイアイシャ		LGBT

		（１）不快な冗談、からかい		62.7		77.4

		（２）暴力的行為		22.9		35.7

		（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		5.8		46.1

		（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		0.8		7

		（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		4.5		9.6

		（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		0.7		0.9



				シスジェンダーの異性愛者 イセイアイシャ		LGBT

		（１）不快な冗談、からかい		62.7		77.4

		（２）暴力的行為		22.9		35.7

		（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい		5.8		46.1

		（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為 カン		0.8		7

		（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい		4.5		9.6

		（６）民族などに関しての暴力的行為		0.7		0.9





学校で受けたいじめの経験（％）



シスジェンダーの異性愛者	

（１）不快な冗談、からかい	（２）暴力的行為	（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい	（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為	（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい	（６）民族などに関しての暴力的行為	62.7	22.9	5.8	0.8	4.5	0.7	LGBT	

（１）不快な冗談、からかい	（２）暴力的行為	（３）「ホモ」「おかま」などの不快な冗談、からかい	（４）「ホモ」「おかま」などに関しての暴力的な行為	（５）民族などにかかわる不快な冗談、からかい	（６）民族などに関しての暴力的行為	77.400000000000006	35.700000000000003	46.1	7	9.6	0.9	









2020.9.23.

						［いじめ被害（小中高）］Q21 （ア）自分が受けたことの影響								大阪市調査分析結果 オオサカシ チョウサ ブンセキ ケッカ						2020.6.26.		岩本健良 イワモト		2020.9.23補足 ホソク

						　回帰分析　（年齢・性別コントロール）

						被説明変数 ヒ セツメイ ヘンスウ		学歴　Q32				収入額　Q12A				役職　q6				健康　Q13(大きいほど不健康) オオ フケンコウ				K6

				モデル				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

								ベータ				ベータ				ベータ				ベータ				ベータ

				1		(定数)				.000				.000				.000				.000				.000

						［年齢］Q25_4		-.017		.274		-.005		.740		-.001		.942		.033		.034		-.012		.443

						［性別（出生時）］問４４		-.034		.032		-.006		.708		-.057		.001		.013		.393		-.030		.055

						（１）不快な冗談、からかい		-.037		.024		.003		.853		.059		.001		-.050		.002		.159		.000

						（２）暴力的行為		.032		.054		.002		.900		-.123		.000		-.096		.000		.090		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		-.008		.626		-.048		.005		-.009		.641		-.002		.903		.044		.010

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		.024		.165		.019		.277		.030		.119		.010		.581		.005		.793

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.017		.316		.017		.330		-.010		.614		-.007		.698		.045		.008

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.001		.967		-.001		.943		-.020		.314		-.020		.250		.006		.734



						被説明変数　K6 ヒ セツメイ ヘンスウ		18-29歳 サイ				30-39歳 サイ				40-49歳 サイ				50-60歳 サイ

				モデル				標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率		標準化係数		有意確率

								ベータ				ベータ				ベータ				ベータ

				1		(定数)				.000				.000				.000				.270

						［年齢］Q25_4		.016		.666		.049		.116		-.013		.654		.070		.012

						［性別（出生時）］問４４		-.042		.276		-.063		.060		-.002		.940		-.052		.064

						（１）不快な冗談、からかい		.159		.000		.147		.000		.197		.000		.097		.001

						（２）暴力的行為		.091		.030		.096		.004		.070		.021		.121		.000

						（３）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことにかかわる、不快な冗談、からかい		.073		.101		.044		.194		-.007		.821		.042		.168

						（４）「ホモ」「おかま」「レズ」「おとこおんな」「オネエ」といったことでふるわれる、暴力的な行為		-.024		.602		.012		.754		-.034		.277		.075		.015

						（５）民族、人種、国籍などにかかわる不快な冗談、からかい		.060		.168		-.007		.829		.049		.104		.078		.018

						（６）民族、人種、国籍などに関してふるわれる暴力的行為		.018		.692		-.059		.121		.027		.377		.005		.869
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> Hiramori, Daiki. 2018. “Social-institutional Structures That Matter: A Quantitative Monograph
of Sexual/gender Minority Status and Earnings in Japan.” SocArXiv. doi:10.31235/osf.io/u2rh3.
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> Hiramori, Daiki. 2018. “Social-institutional Structures That Matter: A Quantitative Monograph
of Sexual/gender Minority Status and Earnings in Japan.” SocArXiv. doi:10.31235/osf.io/u2rh3.
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